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自然科学系 人文・社会科学系実践・指導系

健康スポーツ

競技スポーツ

教養スポーツ

「腰で踏み切る」

「体が重い」

「しなやかな動き」

・・
・
・・
・

スポーツの実践

27Aug09 福永

スポーツの科学的原理

自然科学系、人文・社会科学系

運動生理、バイオメカニクス、体育心理、体育史、
スポーツ人類、体育社会、保健、発育発達

スポーツのメカニズム

指導・コーチングの理論

自然科学系、人文・社会科学系

体育方法、体育科教育、測定評価、
経営管理、介護福祉、アダプテッド

指導・コーチングの理論

スポーツ：人間の全ての身体運動の総称
（新ヨーロッパスポーツ憲章、１９９２）

体育学研究

トレーニング科学

体力科学

スポーツ
パフォーマンス

研究

スポーツ社会学研究

スポーツ方法学研究

体育科教育学
研究

運動生理学雑誌

etc
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スポーツ経営学研究

スポーツ心理学研究

スポーツ哲学研究

バイメカ研究



日本人の体力の低下は
国力低下を引き起こす

１．この10年間で約１０％の体力低下

２．日常生活で動かなくなっていることがその原因

３．加齢とともに骨格筋の萎縮が生じる

４．最も老化現象が著しいのは大腿前面の筋

５．50歳以降は1年ごとに１％づつ体力低下が起こる

６．椅子の座り立ち動作により体力低下が予防可能

使ってためよう筋肉貯筋、

使えばなくなるお金の貯金
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筋に及ぼす身体不活動の影響筋に及ぼす身体不活動の影響
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Fukunaga et al.  Exerc Sport Sci Rev 2002



「生活フィットネス計測システム」の構築

日本人の「生活フィットネス」の発育・発達・加齢現象

「生活フィットネス向上プログラム」の開発

生活フィットネス向上「鹿屋モデル」の作成

日本全国での「生活フィットネス向上プログラム」の展開

元気で動ける健康的な日本人の育成
ワークキャパシティの向上

自
然
科
学
系

人
文
社
会
系

研究チーム
実
践
・
指
導
系

実
践
・
指
導
系

目的 健康で文化的な生活を保障する能力「生活フィットネス」を創造し、
HQOLを確保する。 日本人のワークキャパシティ向上に資する。

（福永、２００８）



性、年齢、体力別 「生活フィットネス向上プログラム」の策定

生
活
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

青少年期 成人期 老年期幼児期

成長・加齢

自立可能ライン

（福永、２００８）



研究者

競技者

指導者

HQOL社会人

（福永、２００８）
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スポーツの科学的原理

自然科学系、人文社会系
運動生理、バイオメカニクス、体育心理、体育史、

スポーツ人類、体育社会、保健、発育発達

指導・コーチングの理論と実践

自然科学系、人文社会系
体育方法、体育科教育、測定評価、
経営管理、介護福祉、アダプテッド

健康

競技

教養

HQOL (High Quality Of Life) の確保

スポーツの実践
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